
The Fresh-water Fishes of Ishikawa Prefecture,
Japan: 1. The River Daishoji, the River Iburibashi
and the River Kakehashi

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-10-05

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: Hirai, Kenichi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24517/00029599URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


日本海域研究所報告，第12号，19～31頁

石川県の淡水色類jbb，

1．大聖寺川・動橋川・梯川

平井賢一＊

TheFresh-watermshesofIshikawaPrefecture,Japan

1．TheRiverDaishoji,theRiverlburibashiandthe

RiverKakehashi

Ken-ichiHIRAI*

Abstract

Thespeciescompositionandthefluvialdistributionoffresh-waterfishesinthe

RiverDaishoji,theRiverlburibashiandtheRiverKakehashiinlshikawaPrefecture

wereinvestigatedinthesummersl978andl979.

Duringthecourseofthepresentstudy,13familiesand44speciesoffishes

acertainedinthethreeriversintotal.Amongthe44speciesoffishescertified,12

familiesand35specieswereobservedintheRiverDaishoji.Itismorethanprobable

that8speciesamongthe35speciesareimmigrantoneandrestofthemareautoch-

thon.

IntheRiverlburibashi,21andanother5speciesoffisheswerecaughtinthe

summersl978andl973respectivly.hadditiontothese,6speciesaresuretolivein

theriverinco㎡omitytoi㎡ormationobtainedbyinquiry.Ofthel2familiesand32

speciesoffishes,8speciessuchasOPsαγ"c"肋"s〃"αγ0s〃た，恥c〃〃"”晩e"αc""and

Ztzccopﾉﾋz卯"sareimmigrants,andtheother24speciesaresuposedtoautochthon.

IntheRiverKakehashi,10familiesand33spesiesoffishes,inwhich25species

offresh-waterfishesareautochthon,wereacertained.IntheRiverG6tani,abranch

oftheRiverKakehasi,nospeciesoffishintheupperreachesandfewspeciesin

themiddlereacheswerecaught,becauseofthei㎡lowofpollutedwaterfromaban-

donedmines.

Thenumberofspeciesoffresh-waterfishesinhabitedineachriverareslightly

abundanttotheotherriversinlshikawaPrefecture.

＊金沢大学教育学部生物学教室，日本海域研究所所員
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はじめ に

我が国における淡水魚類の分布に関する研究は，特定の地域や川を中心に，あるいは特定の魚種

を全国的な規模で見るというやり方で数多くなされてきた。特に最近環境庁が行った一連の自然環

境保全基礎調査によって，全国的なレベルではこれまでにない密度の高い資料が蓄積されてきてい

る。北陸地方においても，淡水魚類相とその分布状態については次第に明らかになってきており，

富山県では全県的にかなり詳しい分布図力ざ作成されている:4)石川県においては能登半島部で比較的

詳しい分布調査がなされているが,3）県西南部についてはまだ十分ではなく，未記録の魚種が多数

存在していた。

河川はさまざまな目的を持って利用され改修され，その結果川の物理的・化学的な性状が変えら

れてきた。ダムや堰堤の建設や護岸工事による河床型の変化，諸排水による水質の汚濁等々がそれ

である。これらの変化は魚の生活にも影響をおよぼし，その結果個体数の増減といった生息量にも

変化をもたらしている。いつぼう，漁業権設定に伴う放流事業は，当該魚種以外にもさまざまな種

の移入をもたらし，魚類相を多様化してきた。そしてその後の記録がないため，現在では在来種か

否かの判定すら困難な種もある。このような状況の中で少しでも多くの水系の魚類相と分布の実態

を明らかにしておくことは，生物地理学的な立場からみて必要な課題と思われる。

本報では，大聖寺川，動橋川，梯川の3川について，生息する魚種とその分布状態を記録し，さ

らに在来種と移殖種の区別を試みた。もちろん短期間の調査であるため採集もれの種類も多いと思

われるので今後継続調査で補足すると同時に，魚類相の変化してゆく様子についてもみてゆく必要

があるだろう。

調査にあたって，魚の採集には美川小学校の引戸武氏と金沢大学教育学部の学生諸氏の協力を得

た。また，当該漁業組合の方々には，魚の採集を心よく許可下さり，さらに生息魚種についてのさ

まざまな教示をいただいた。これらの方々に心から感謝の意を表わしたい。

調査の 方法

魚の採集は1節12mmと18mmの網目の2種類の投網，それに受け口50cm×25cmで1辺が3mmの網目

のタモ網を同時に使用することによって行った。刺網の使用に適した場所では，1節が21mmのもの

を併用し，投網の使用の困難な場所では代りに刺網を用いた。1地点での採集は1時間以上行うこ

とを目安にし，投網は各10打以上，タモ網は30回の採集を標準とした。なお，刺網も用いられない

ような場所では，タモ網の回数を増す事で補った。

調査は1978年と1979年に行ったが，採集は主として夏期に行ない，魚種によってはそれ以外の季

節に採集したものもある。動橋川の下流と梯川の支流にある柴山潟と木場潟の2つの湖は今回は調

査対象からはずした。種の検索は宮地ほか8)と中村12)の2つの淡水魚類図鑑の検索表と記載を参照

して行った。学名は宮地ほか8)によって示してある。

各河川における淡水魚類相と分布状況

大聖寺川，動橋川，梯川の3水系の魚の採集地点とその標高をFiglに，それぞれの地点の河川
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形態，水温および採集された魚種と量をTable2から4に示した。また,1970年以来これまでに採

集された魚と漁業者から聞き取りを行った魚種のうち，実見，観察等で生息の確認された魚種名を

Tablelに示した。もちろん表中では生息しないことになっていても生息しないことを示すものでは

ないし，たまたま移入されたものが採集されたこともあるだろう。したがって，今後このリストカ§

書き変えられることは十分に予想されることではあるが，以下河川ごとに川の概況と魚の分布状態

の現状をみてゆく。
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Fig.1MapoftheRiverDaishoji,theRiverlburibashiandtheRiver

Kakehashi.Solidcirclesinthefigureshowthesurveyedstations

訂【】【

1 ． 大聖寺川

a)水域の概要：福井県境の大日山付近（標高900m)に源を発し，杉ノ水川ほかいくつかの支

流を集めて日本海に流入する流程約40kmの川である。川口から25km上流，海抜100m付近に1965年

に完成した多目的ダム（高さ56m)があり，魚の往来を妨げている。

源流から真砂(D-7)あたりまでは，山間部を流れるAaあるいはAa～Bb移行型の状態を示

している。真砂から下流では勾配も除々にゆるやかになり，部分的にはAa～Bb型もあるが，全体

としてはBb型の中流域の景観を示すようになる。ダムから下流二天(D-2)あたりまでは浅い渓

谷状になっていて，川の上部に木の覆う部分が多い。二天をすぎると平野部に入るため，勾配はさ

らにゆるくなり，河崎(D-1)のやや下流でBc型となって，その状態が川口まで続く。川口付近

で福井県にある北潟湖と連なる。
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TablelListoffishesdistributedintheRiverDaishoji,theRiver

IburibashiandtheRiverKakehashi

Speciescollectedmthistime
l㎡ormationobtainedbyinquiry

+*:Speciescollectedinotheryears(beforl977)＋

＊ ＊
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ANGUIIIJDAE

Unagi A"g郷加Z力加""TEM・etScHL. ＊＊＊＊

SALMONIDAE

Iwana Mんg伽"s〃"CO”αe"た(PALLAs)f.，〃"妬(H皿GENDORF)++*+
N

●●●

Ullnasu az"0"@yMsWALBAuM ＊＊＊＊＊＊

XgW｡glgWWWW""TWOOR'*
s（O"“7力y"c伽s）"αso〃”αso〃BREvooRT 十＋＋

Amago g（Q）〃αso〃”"zc”s勿加"sGtjNTHER ＋

OSMFRIDAE

Wakasagi 助ゆo"@eszfsjwz"Sjfzc""s"Wo"e"sAMcALLIsTER****
Ayu P"cog"sszJsα肋ﾉe"TEM.etScHL.+++

CYPRINIDAE

Ugul LezJcAc"s(T〉,i加勿伽")加加"e〃sAGi)NTHER+++
Aburahaya 〃0妬加"Shzgoz4舳jf.s/g加血c""e"SAUVAGE ＋＋＋

Takahaya RIf.0Xyc”加加(SAuvAGE&DABRY)+++
Kawamutsu mcco""z加加c"(TEM.etScHL.) ＋＋＋

Oikawa Z力地卵"s(TEM.etScHL.) ＋＋＋

IIasu の”γ航"吻庵〃〃c伽s"た(TEM.etScHL.) ＊＊ 十

Wataka 恥c"娩α"わs〃e"αc々g"(SAuvAGE)**+
Kamatsuka R g " 伽 9 0 6 " e s oc吻況s(TEM.etScHL.)+++
Higai M7℃oc"伽""s、ﾉαγ虚g"妬(TEM.etScHL.) ＊＊十

Tamoroko G〃α肋O加go〃gん"gazfse""gzzzfs(TEM.etScHL.)+++
Motsugo Aez"加tzs607""γ"α(TEM.etScHL.) ＋

Nigoi HMz必αγ6zdshz620(PALLAs) ＊＊＋

Koi Cy MM sc"""LmNE+++K oi ＋＋＋
Kmbma Qmssj"scamssj"s 6"g7ge"(TEM.etScHL.)+
Gengorobuna C.c"ひだγjTEM.etScHL. ＋＊＋

WWaratanag｡""""dWNCmNNES)*+*
C､gめe肋ルz"9s〃城（VALENc正NNEs） ＋＋＋

TairikubaratanagoR〃0庇"so“肋妬（KNER） ＋

¥WagoMWWWgW"";[ScHL)+*
尺（AC"g肋g"α/加s）ん"“0〃な（TEM､etScHL.）＋＋

Tabira R．（A､）”6伽JoRDANetTHoMpsoN
COBITIDAE

mjo CO6"(M蝿"γ"zfs) α〃9"j"たαz伽z/況sCANToR+**+

Ajnedojo C.叱此αなNIwA ＋＋

Shimadojo C.6iMzeJoRDANetSNYDER ＋＋

SILURIDAE

Manamazu 副吻"'〃s(Rz7'zzs伽γws)fzsoj"sLNNE ＊＊＋＋＊

CYPmNODON'IIDAE

Medaka O7yz伽〃"es(TEM.etScHL.) ＋＋ ＊＋

GASTEROSTEIDAE

Itoyo "s"りs蛇"sac"んα/〃sLINNE ＋＊＋＊＋＊

CHANNIDAE

Kamuruchi C加〃"a

COTTIDAE
a7gz4S CANToR ＊＊＊＊

KamakiT･iCO"〃s〃z娩aJoRDANetSTARKs ＋ ＋

Kajika C.〃地e"伽祓STEMDAcHNERetDODERLEm+++
SERRANIDAE

SuzukiLa庭0"67tzxizPo""2Js(CuvmR)+
MUGILIDAE

Bora M2鱈〃c幼加帖LINNE ＊＊＋＊

GOBHDAE

Donko Q力"わ〃姑06sc"zz(TEM.etScHL.)+++
Chichibu 乃沈たれ蝿"06sc"zdso6scz"zfs(TEM.etScHL.)++

YoshinoboriRﾉ"o906帖〃γz"z〃""FMefc::iL)++*
＋＋＋

Mahaze Ac""肋0906帖〃〃j畑z"z4s(TEM.etScHL.)
Ukigori C肋e"o906伽α〃〃"〃γ商G皿L ＋

Biringo C.czzs""ez4s(O'SHAuGHNEssY) ＋

Shirouo Z,ezJc0lsαγZO"pe彪淑HILGENDoRF ＊＊

Total 44 353233



河川構築物としては，ダムが1箇所のほか取水あるいは砂防用堰堤が随処に存在する。山間部の

ものを除けば落差が小さいか魚道が設けられているので，魚の移動にとって大きな障害とはなって

いない。川岸には石積等で護岸のなされている所もあるが，下流域の一部以外は河床に影響を与え

るほどのものではない。

川の水は濁りが少なく，山中町(D-3)の温泉と都市排水力訂若干流入している外は大きな汚染

源はない。総じていえば，比較的自然状態の保たれた川といえるようだ。

b)生息魚種:1978年の調査での採集結果はTable2にまとめられている。7科24種が採集され

たが，このほかにも11種の生息がほぼ確実である。1977年以前の採集物イトヨと，漁師からの聞き

取りと漁獲物調査で確めたハス・ヒガイ・ニゴイ・マナマズ・ニジマス・ワカサギ・カムルチー・

シロウオ・ボラがそれであり，あわせて12科35種以上の魚が生息していることになる。

大聖寺川ではアユ・コイ・フナ・ニジマス・ウナギなどが放流されているので，それらに付随し

て入って来たと考えられる移殖種力:生息している。35種のうちタイリクバラタナゴ・ニジマス・カ

ムルチーの3種は明らかな移殖種である。さらに地元の人達からの聞き取り調査や，北陸地方の他

の水系における記録等3,5,6,14)から考えてほぼまちがいないと考えられる移入種にアマゴ．オイカワ・

ハス・ヒガイの4種がある。移殖種が在来種かの判然としないものにニゴイとカワムツがある。

アマゴはすでに戦前から生息していたらしいが，近年内水面水産試験場で孵化させたものも放流

されている。アユの放流が行なわれるようになって以後見られるようになった魚にオイカワとハス

がある。オイカワは移入されてから長いが，ハスは1976年頃から漁師の漁獲物に出現するようにな

った新しい移殖種である。ヒガイとニゴイについては移入の時期が判然としない。この2種は共に

アユの放流が行なわれる以前から生息していたらしく，昭和の初期にはすでに漁獲されていたとの

話である。ニゴイは田中ら)4)平井ら3)も指摘するように自然分布種である可能性もある。カワムヅ

は判断のむつかしい種である。この種は能登地方では移殖種と考えられているが:)隣を流れる九頭

竜川では自然分布種とされている7)ので，とりあえず在来種とみておく。以上35種中移殖種を8種

とすれば，在来淡水魚（ボラを除く）は26種ということになる。

流れに沿った分布をみると，上流域と中・下流域との間で生息魚種に比較的はっきりとした違い

がみられる。九谷(D-5)より上流では，イワナ・ヤマメ・アマゴ・タカハヤ・アジメドジヨウ・

カジカなど渓流性の魚とウグイが採集されただけで，分布のし方は普通の川で見られる形と同じで

ある。

ダムをはさんで上・下流に共通する魚はウグイ・オイカワ・カワムヅそれにヤマメの4種である。

ウグイは河口から上流域までもともと広く分布していた種で，ダムの影響はあまり受けていないよ

うである。オイカワとカワムツは，この川ではいずれもそんなに多く生息している種ではないが，

ダムの上流では特に少ない。山中(D-3)でヤマメが1個体採集されたが，この付近はAa～Bb

型の河川形態の場所もあり，ヤマメの生息にとって適しているように思われる。1973年の調査時に

はダムの上流でヨシノボリを数個体採集している。ダム完成後7年を経過していたので，おそらく

ダム湖を利用して繁殖していたのであろう。しかし，今回の調査ではかなり努力して採集を試みた

にもかかわらず，得ることはできなかった。
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Table2Environmentalconditionsandnumberoffishescollected

ateachstationintheRiverDaishoji(Aug.7and20,1978)

*Speciescollectedinotherdaysinl973byHirai

平野部にさしかかる二天(D-2)あたりから，ウキゴリ・カマツカ・ヨシノボリに加え，コイ・

ドンコなどが出現し，さらに下流に行くと，タモロコ・ギンブナ・メダカ・チチブなど平地性の魚も

加わり種類数も増加してくる。支流三谷川の百百(D-11)ではタナゴ類・ドジョウ・カマキリな

ども生息し，平野部に特徴的な種によって魚類相が構成される。

河崎(D-1)より下流部のBc型水域での採集は行っていないので表中には生息量は示されて

いない。ただ，この付近で漁獲された漁師の採集物中には，ウナギ・ニゴイ・ハス・マナマズ・カ

ムルチー・コイ・ギンブナなど力:みられる。また，五十嵐ほか5)は北潟湖の淡水魚としてアユ・ワ

カサギ・メダカ．､マナマズ・タビラ・ヤリタナゴ・ヒガイ・モツゴ・タモロコ・カムルチー・ドン

コ・チチブ・ゴクラクハゼ・ウキゴリ・ビリンゴなどをあげているので，これらの魚が大聖寺川下

流域に生息している可能性は大きい。

－ 2 4－

Station D-1D-2D-3D-4D－5D-6D-7 D-11

Rivercoursetype

Widthofwatercourse(m)

Watertemperature(℃）

Date

Samplingtime

BbBbBbBbBbAa-BbAa

5051 02010313
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2．動橋川

a)水域の概要：大日山付近（標高800m)付近に源を発し，いくつかの支流を集めて柴山潟に

流れ込む。かっては柴山潟の水は今江潟を通って梯川へと流れ込んでいたが，両潟が干拓されて以

来，新堀川を経て直接日本海へ排水されるようになった。

動橋川にはダムは構築されていないが，堰堤はいくつか存在する。その1つに河口部の防潮ぜき

がある。流量調節がなされていて，増水時以外は開かれないので，回遊魚のそ上にいくらかの影響

を与えている。他の堰堤は取水用の簡単なもので，山間部以外のものは魚の移動が可能である。護

岸工事も河床に影響をおよぼすほどにはなされておらず，比較的自然状態の保たれた川である。

流程の勾配はFig.1のようになっており，上・中・下流の河川形態力罫それぞれほぼ1/3ずつに分

かれている。源流から荒谷(1-5)のやや上流までの区間はAa型あるいはAa～Bb移行型の状

態を示す区域が多い。荒谷付近から平野部にさしかかるまでの1/3の区間は両岸の切りたった浅い

谷間になっていて，河川形態はBb型である。須谷(1-4)あたりから平野部を流れる川の景観を

示し，勾配もゆるくなってBb～Bc型からBc型の状態で柴山潟に注ぐ。松山付近で合流する那谷川

は，支流の中では流程の長いものだが，集水面積が小さいので流量は少ない。源流の標高も200m

と低く，両岸のかなりの区間に水田があるので，農業排水が流れ込み下流に行くほど水の濁りが増

す。

b)生息魚種：今回の調査で採集された7科21種と1977年以前に採集したイワナ・ケンゴロウブ

ナ・メダカ・ボラ・イトヨの5種を合わせ10科26種の生息を確認している。このほか毎年放流の行

なわれているウナギとニジマス，漁師から得た諸情報によって確めたワタカ・ドジョウ・ワカサギ・

カムルチーの6種を加え12科32種の生息が確実である。また，潟をおもな生活場所とする魚が柴山

潟からさかのぼってくると思われるので，実際にはさらに多数の魚がいることになるだろう。

放流によって，あるいはそれに付随して移入された魚は大聖寺川の場合とほぼ同様と考えてよく，

ニジマス・オイカワ・ハス・ワタカ・ヒガイ・ケンゴロウブナ・カムルチー．（ニゴイ）の8(7)種

をあげることができる。した力§って，残りの24側種が在来種ということになる。大聖寺川ではみら

れるアマゴの生息は不明であるが，ここではワタカとケンゴロウブナがすみついている。なお，タ

イリクバラタナゴは柴山潟とそれに続く細流で採集されるが，動橋川本流では確認していない。

移入された年代については不明のものが多い。藤野')が1952年に加賀3湖（柴山潟・今江潟・木

場潟のことで，水系としては連なっていた）の魚類相を記録している力ざ，その中に見られる当該種

はニゴイとカムルチーだけである。調査が十分であったかどうかを別にして考えると，残りの種に

はそれ以後入ってきたものが多いに違いない。漁師の話では，ワタカは1950年頃から繁殖を始めて

おり，ヒガイは明治天皇に献上したといわれるので，かなり古くから生息していた事になる。

流れに沿った魚の分布を見ると，ウグイが比較的広範囲に分布するほかは，上流域と下流域で魚

種相に特徴がよく現われている。すなわち，上流域ではカジカ・アジメドジョウ・タカハヤ・ヤマ

メそれに前回採集したイワナなど力ざすみ，中流域（荒谷から須谷あたり）では前種に代ってカワム

ッ・ウグイ・アブラハヤ・アユなどが中心魚種となる。中流域の1－5でコイがかなり採集されて

いるの力:目立つ。これは近くの内水面水産試験場で養殖しているものが川に入り込んだもので，分
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Table3Environmentalconditionsandnumberoffishescollectedat"dl

stationintheriverlburibashi(Aug.21,23andSep.61978)

*Speciescollectedinotherdaysml973byHirai

布のし方としてはおもしろい形をしている。松山(I-3)より下流になると，河川形態がBb～Bc

移行型からBc型と下流形態を示すようになり，さらに潟に近いこともあって，ギンブナ・タモロ

コ・ハス・ヒガイ・チチブなど下流域に特徴的な種が中心となる。オイカワも下流域で特に多く採

集されたが，中流域に少ないことが目立つ。

支流についても，流程が短いなりに上流と下流の間で生息する魚類相に違いがある。アブラハヤ・

カジカは上流幅多く，タモロコやナマズ・オイカワ・ヨシノボリほかは下流に多い。ただ，ドンコ

が上流部にも生息することは，下流域で本流に合流する細流にみられる特徴かもしれない。なお，

宇谷(I-11)の魚類相はほぼ同じ標高でBb型をした須谷のものとよく似ており，那谷(I-21)

とはやや違っている。

つぎに，柴山潟の淡水魚類相について簡単にふれておく。生息魚種は湖岸部と細流でタモ網によ

る採集と，漁師からの聞き取りによって確めたもので,Table3に示した魚のうち上流域にすむ6

種以外はすべて潟に生息する。表にない魚としてはウナギ・ワカサギ・ワタカ・ドジョウ・イトヨ・

カムルチー・バラタナゴ・ヤリタナゴ・ソウギョ・ブルーギルなどがあり，このうちウナギから，

－ 2 6－

Station 1 - 1 1 - 2 1 - 3 1 -41－51-6 1-111-12 1-211-22

Rivercoursetype

Widthofwatercourse
(、）

Watertemperature(℃）
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カムルチーまでの6種は本流でも生息が確められている。

3．梯川

a)水域の概要：梯川は手取川と共に1級河川に指定されており，多くの支流を持つ変化に富ん

だ川である。本流の大杉谷川は標高700m付近に源を発し，郷谷川（地点記号Kの11と12を持つ

支流）と合流して梯川となり日本海に注ぐゞ。本流の長さは約43kmで大杉上(K-6)より上流の約

6kmを除けば勾配は小さい。K－6から下流の河川形態はほとんどの場所でBb型であり，その区

間も長い(約25kmの区間)｡佐々 木(K-2)付近はBb~Bc型を示すが,その区間は短か<,その

後Bc型が川口まで続く。

郷谷川は標高300mあたりに源を発し，西俣川と光谷川の2つの支流を集めて大杉谷川と合流す

る。いずれの支流もAa型の区間は短か<,Bb型の占める割合が大きい。佐々木(K-2)付近で

本流と合流する鍋谷川は，海抜150mあたりに源を発する支流で，ほとんどの区間両岸に水田があ

る。勾配も上流のごく一部を除いて小さく，低山帯を流れる川の特徴をそなえている。もう1つの

支流日用川は木場潟を通って本流の川口付近で合流する勾配の小さな川である。集水面積が小さい

ので流水量も少ない。

河川構築物としては日用川が本流と交わる前方にある潮止めぜき，本流の川口から28km上流にあ

る赤瀬ダム（高さ38m,1977年完成）が大きなものである。そのほかには本・支流の随所に堰堤が

あるが，中・下流域の取水堰堤は落差の小さなもので，魚の移動には大きな障害はない。上流部に

は落差が大きく魚道の設けられていないものがある。

梯川水系で注目される点に鉱山廃水による川の汚染がある。郷谷川上流には1971年12月に閉山に

なった尾小屋鉱山跡があり，沈澱池から銅・亜鉛・カドミウムほかのイオンを含む水が流れ出てい

る。現在ではその量は減少しているが，それでも魚の生息には影響を与えているようである。なお，

鍋谷川上流にも，流量は少ないが，鉱山廃水の流れる支流がある。

b)生息魚種：梯川水系で1978年と1979年に採集された魚は8科30種である。前述の2川と比べ

採集された魚種が多いのは，調査地点が広範囲に多数選ばれたからであろう。以前採集されたイト

ヨとマナマズ，それに放流魚であるニジマスを加えて10科33種の生息が確実である。この中で移殖

種と考えられるのは，ニジマス・アマゴ・オイカワ・ワタカ・ケンゴロウブナ・タイリクバラタナ

ゴの6種である。したがって，在来淡水魚は，スズキとマハゼを除いて25種ということになる。こ

れは大聖寺川と動橋川水系のそれぞれ26種，24種とほぼ同数である。

梯川水系の支流は変化に富んでいて，それぞれの支流が特徴的な形をしていることはすでに述べ

たが，それは生息する魚の分布にもよく現われている。Table4を見てまず気のつくことは，この

川では上流域(Aa型またはAa～Bb型）と下流域(Bb～Bc型とBc型）で構成する魚類相にか

なりはっきりとした違いのみられることである。Table4の魚種名中，ケンゴロウブナからオイカ

ワまでの17種は下流域に，そしてアブラハヤからイワナまでの12種は中～上流部にそれぞれ分布が

かたよっている。ただウグイだけは他の河川と同様に比較的全域的に広く分布していることが特徴

である。

本流の上流部(K-6)には，イワナ．ヤマメ．アマゴ．カジカ．タカハヤなど渓流性の魚と，

－ 2 7 －



Ｓ
卜
の
［
ｃ
［
で
自
飼
の
丘
の
の
命
面
或
．
く
つ
自
国
四
ト
、
［
ぶ
つ
ロ
飼
面
ｃ
・
口
の
の
碕
函
曲
．
く
）
星
の
飼
二
の
塁
飼
函

５
屋
餡
①
君
眉
目
昌
語
栃
二
。
両
①
語
で
の
甘
望
弓
。
の
①
信
頃
ち
僧
①
二
日
コ
ロ
で
口
甸
の
ロ
○
垣
も
ロ
○
．
君
首
の
日
ロ
日
宮
巨
国
寸
①
室
飼
臼

高
揖
コ
ウ
員
白
湯
二
つ
の
自
己
再
］
旦
○
ロ
○
漫
飼
【
眉
』
○
弔
口
胃
率
器
鵲

罵
榿
国
湯
二
ｍ
ト
③
［
属
の
湯
甸
己
消
の
三
○
属
で
の
甘
望
で
。
の
①
己
の
Ｑ
の
率
器

－28－

一

寸
い
‐
函
ｍ
ｍ
ｌ
習
函
の
ｌ
函
畠
ｌ
昌
昂
寺
‐
函
函
寸
‐
幽
守
‐
函

｛

つ
い
恥
ト
［
つ
つ
“
ト
［
つ
つ
”
④
［
つ
め
皿
⑯
［

関
・
至
爲
・
く
＠
．
く
圏
・
く

つ
・
の
国
ｏ
・
つ
め
ｏ
・
ト
国
Ｉ

［
、
寸
ｏ
［
め

二
国
。
国
’
ぬ
国
。
国
Ｕ
四

つ
め
“
国
［
つ
め
”
の
［
つ
ぐ
姻
寸
［

四
・
の
の
．
の
の
・
の

◎
。
Ｃ
国
つ
・
寸
国
函
・
の
函

【
め
ｍ
［

二
国
お
く
全
国
Ｕ
四
’
＠
国

”

ト
の

胃 ⑲
め

月月の くつ
胃

t ～胃m［～因め~LOm
~ 国胃

m胃 ~｡
胃胃

胃函

胃 寸 胃 寸崗寸 ”

胃

［
［

④
寺

LO

｡
胃

ト
［

○
の

” 寸
ぬ

”寺寺

胃 0，門 一 m

再

”

I

函

ｍ
［
“
ぬ
［

の
［
・
の

⑱
・
の
［

LO＠
国

ひ］ の
の

ｍ
卜

[～ つ
~

の

函
函
ｌ
閨
［
函
ｌ
閨

つ
め
”
④
〔
ぬ
［
“
ぬ
［

の
．
く
つ
・
く

［
・
［
函
＠
・
の
国

ひJ

l

全
国
，

里
二
国
閂→

胃

LO

⑱
［

ト
の

器
器

の

~

つ
胃

”

L･
胃

t～

の
［
‐
閏
雪
‐
幽
弓
ｌ
函

ｍ
［
”
ト
［
ぬ
［
”
の
［
つ
つ
”
⑯
［

の
．
の
の
．
ど
の
・
く

［
。
⑭
［
⑯
。
函
函
◎
・
寸
函

ぬ
い
の
［

二
四
二
国
二
四

＠
の
守･Jt－”

ｍ
④

ト
マ

[ ～→
門戸

0 0胃

筈
器

くC

①
‐
函
ｍ
‐
函
寸
‐
函
の
‐
出
国
‐
淫
宇
幽

ｏ
つ
恥
函
［
ぬ
ぐ
唖
寺
【
つ
つ
”
［
［
つ
つ
”
の
［
つ
つ
”
［
［
つ
つ
函
［
【

ｍ
・
の
ｍ
・
の
閏
・
の
α
・
く
の
・
く
⑩
・
く

＠
・
つ
函
Ｃ
・
函
函
の
・
つ
［
［
・
の
函
寸
。
ｏ
国
師
・
つ
函

寺
つ
［
⑩
［
ｍ
画
つ
い

二
四
‐
画
く
二
国
＠
国
二
四
Ｕ
国
，
ロ
国
○
国

鶚

器

めくりつ
閏器門戸 胃

0Jの
閏器 等 器

胃mLO

寸 胃 ＠
の

LO~ついJ再閂国 司［ －t ～
”

●

の目 ○コ

の

寸
寸

函
［

器
器

胃

”

◎
［

〔
［

器

胃

胃t一門

冒
○
垣
呵
］
の

の
日
逼
凶
昌
Ｑ
日
甸
の

９
面
口

（
Ｐ
）
①
僧
．
愚
僧
の
邑
日
巴
揖
の
語
一
彦

（
〔
罠
）
の
の
鱈
．
。
。
隅
の
］
飼
呈
夢
弔
○
二
》
で
目
二
一

①
Ｑ
声
碧
の
の
僧
．
。
。
』
の
屋
塵

呵
巨
両
呈
夢
目

の
日
両
日
甸
浄

○
ｍ
甸
日
く

両
砦
胃
函

飼
声
甸
二
何
塁
甸
伊

宮
○
口
○
巨
星
の
ｏ
湯

○
望
巨
○
口

○
ち
つ
飼
員
揖
二
の

ぢ
醤

．
の
首
日
田
彦
甸
淫

面
望
コ
の
苗
日
飼
函

面
澆
甸
二
甸
消
コ
ニ
く

●胃

乱
ロ

甸
彦
呵
砦
○

画
望
飼
］
両
ニ
ニ

○
即
飼
ロ
国
甸
揖
甸
二
コ
砦
揖
両
侶

飼
橿
二
両
目

○
幽
飼
自
国
宮
甸
津

○
即
コ
の
》
。
〕
三

○
百
ロ

ゴ
扇
ぐ

。
即
昌
揖
国

の
圃
両
二
両
］
言

画
璽
国
属
呵
函

一
塁
．
園
。
の

国
望
甸
で
の
》
三

○
基
○
揖
○
日
飼
目

両
ロ
コ
ニ
属
望

甸
冒
。
ｐ
眉
①

国
ロ
コ
ニ
○
揖
○
即
自
の
①



アブラハヤ・ウグイなど中流域にもみられる魚が生息している。川の勾配がややゆるくなってくる

下大杉(K-5)からはサケ科の魚が採集されなくなり，新たにオイカワ，ドンコ・カマツカが出

現すると同時にカワムツの生息量が増加してくる。ダムをはさんで上(K-5)と下(K-4)では

魚類相と生息量に大差はない。これはダムが完成して日が浅いこと，両地点の河川形態がよく似て

いることによるのだろう。郷谷川との合流点からやや下った正連寺(K-3)では，河川形態とし

ては(K-4)の地点と大差はないのだが，生息魚種はぐんと少なくなり，ウグイ・アブラハヤそ

れにオイカワとギンブナだけとなる。この魚種構成は打木(K-4)よりもむしろ郷谷川の金平(K

-11）に似ている。この2つの地点に生息する魚種の少ないことは，おそらく尾小屋鉱山跡から流

れ出ている廃水の影響によるものと思われる。

郷谷川は観音下(K-12)で西俣川と合流する。西俣川の魚種構成は大杉谷川のものとよく似て

おりゥ共に下流域に特徴的な種はみられない。合流点観音下ではウグイ・アブラハヤ・カマツカ・

ドンコの4種が採集された。しかし，これらの魚はすべて西俣川で採集されたもので，合流点から

下流と，郷谷川本流の上流部でかなりの漁獲努力をしたにもかかわらず，全く採集できなかった。

また合流点で潜水観察を試みた力訂，西俣川側には魚の姿はみられるが，郷谷川側と下流では全く姿

をみることができなかった。このあたりでは鉱山廃水の影響がまだかなり強く残っているようであ

る。

墨田ら'3)は，1970年から1973年にかけて梯川の水質と生物の調査を行ない，閉山後もかなり下流

(K-3)まで生物相に廃水の影響のおよんでいることを見ている。筆者も1973年に魚類調査を行

った力笥，本流のK－2あたりでも魚の姿を見ることはできなかった。また当時は上～中流の支流で

はヨシノボリなど回遊魚を採集することもできなかった。現在では大杉谷川(K-4～6)や光谷川

(K-21)でヨシノボリを採集できるし，本流でも魚の姿を見ることができるようになっており，

中～下流部の水質がかなり回復していることを示している。しかしながら,K-3やK-11の地点で

まわりと比べ魚種数の少ないことは，まだ影響が全くなくなったのではないことを示している。な

お,K-44の地点も鉱山廃水の影響をうけて魚の姿をみることはできない。

光谷川(K-21,K-22)と津上川(K-31)の魚種構成も大杉谷川の中流域のものと似ており，

ドジョウl個体を除けば，下流域型の魚はみられない。佐々木(K-2)では上流域型の魚は全く

姿を消し，かわりにフナ・タモロコ・メダカなど下流型の魚やスズキ・カマキリ・マハゼなど沿海

魚，回遊魚，汽水魚などが出現する。K－1では魚種数が少ないが，これは採集努力が少なかった

ためで，おそら<K-51や52あたりで採集された魚と同様のものが生息しているものと思われる。

木場潟に連なる水系の生息魚種は他と比べやや異っている。上流部の日用(K-54)では，本流

や他の支流と似た魚種構成であるが，下流域の3地点(K-51～53)ではフナ類・ドジョウ・モ､ソゴ・

タナゴ類・ワタカといったどちらかといえば止水域を好む魚類がみられる。この3地点は平野部を

流れる流量の少ない川なので，これらの魚の生息には適しているのだろう。

石川県内の他水系との比較

今回調査した3川は，魚類相，種類数ともに比較的よく似た状態を示している。動橋川と梯川は

－29－



ごく最近まで下流部で連絡されていたし，地形的にみると沖積世といったごく近い過去には大聖寺

川とも連なりがあった可能性もあるので，魚類相に類似が起り得たのであろう。さらに下流部に潟

を持つという共通した河川構造も魚種の類似性に関りがあるものと思われる。

さて，純淡水魚と回遊魚の在来種数をもう一度とりあげてみると，大聖寺川26種，動橋川24種，

梯川が25種であった。この数が1つの水系で多いのか少ないのかが気になるところである。そこで

石川県での大きな川での在来淡水魚の数をみるとf'4)手取川13種,犀川20種，浅野川20種，河原田川

18種が現在確認されている。これらと比較すれば，当該3川の魚種は多い方であるといえる。隣接

した福井県九頭竜川の28種前後5)と比べればやや少ない。

魚種構成では，大聖寺川と動橋川にすむアジメドジョウが，県内の他の河川ではみられない特徴

的な魚といえる。これとは逆に県内の他の水系に生息していて，この3川にみられないものにアカ

ザ・カワヨシノボリ・ゴクラクハゼ・ジュズカケハゼの4種，それに扇状地にすむトミヨとホトケ

ドジョウ力:ある。しかし，これらの種は現調査段階ではいずれも2～3の川に分布が限られていて，

県内広〈に分布するものではない。したがって，これら特殊な魚を除くと種類構成では県内の一般

的な河川と同じであり，特にこの3川だけが特異な状態にある訳ではない。

つぎに，移殖種についてみてみよう。3川あるいはその一部にのみ生息が確認されているものに

ワタカとニゴイ(?)がある。逆に他の水系に生息していて，3川でみつかっていないものにイチモン

ジタナゴ・スジシマドジョウ・ハケギギがある。なお，柴山潟にはブルーギルが繁殖しており，ソ

ウギョも生息するといわれているが，確実な事を確めていないので取りあげなかった。

つぎにヨシノボリについて簡単にふれておく。現在ヨシノボリは体色斑絞や川における生息域等

の違いによって，いくつかの型に区別されている§9,10,11)今回得られた標本を，水野9)の基準によっ

てみるとつぎのようになる。大聖寺川では26個体が得られ，そのうち16個体が横斑型，残りは黒色

大型である。動橋川と梯川ではそれぞれ70個体と68個体を得たがすべて黒色大型であった。大聖寺

川の黒色大型は胸びれの菱形の黒斑がはっきりしたものであったが，動橋川と梯川のものは黒色大

型Bと判断されるものがほとんどであった。石川県全体でみると，能登地方の川では横斑型の比率

が高く，手取川，犀川，浅野川など加賀地方の川では黒色大型の比率が高い傾向にあり，大聖寺川

の場合全体の傾向からややはずれているように思われる。

まとめ

1978年と1979年の夏期に大聖寺川水系8地点，動橋川水系10地点，梯川水系19地点で行なった魚

類の採集結果を報告した。魚の採集には投網2統と刺網，タモ網各1を用いた。

得られた結果は以下のとおりである。

1．大聖寺川では7科24種383個体が採集されたが，現在確認されている魚種数は12科35種である。

このうち，オイカワ・ヒガイ・ハスなど8種が移殖種と推定されるので，在来種の淡水魚数はボラ

を除いて26種である。流れに沿った分布をみると，上流域と下流域では魚類組成にはっきりとした

違い力計認められる。

2．動橋川で今回採集された魚は7科21種934個体である。1977年以前の採集や聞き取りによって
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生息の確かなものを加えると，12科32種がこの水系に生息する。移殖種はハス・ワタカなど8種で

在来淡水魚種は24種である。

3．梯川水系においては8科30種1493個体を採集した。このほか3科3種の生息が確められている

ので，合計10科33種の生息力:確実である。その内訳は，移殖魚6種，在来淡水魚25種，沿海・汽水

魚が2種となる。多くの支流のうち，木場潟を中心にした水系では他と比べ生息魚種に若干の違い

があり，平地性の魚類が多数採集された。尾小屋鉱山跡から廃水の流れ出る郷谷川の中～上流域で

は，魚の種数力苛少ないか全くみられない。

4．上記3川の生息魚種数は，石川県の他の大きな河川のものと比べやや多い。
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